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ツヤハダゴマダラカミキリ Anoplophora glabripennis（Coleoptera: 
Cerambycidae）の生態・被害および防除

—日本への定着確認に対応して—
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は じ め に

森林の健康は病虫獣害により損なわれることがあり，そ
の中でも人間の活動によりもたらされた外来種による樹木
被害は，世界中で深刻な問題となっている．外来種被害の
苛烈さが認識されて，1970年代以降，侵入先での根絶や地
域での封じ込めを目標とする外来種の駆除プロジェクトが
多く実施されるようになった（Liebhold and Kean, 2019）．
外来種の防除を成功させるためには，その種の生態知見に
基づいた精度の高い監視調査，および，実効性の高い駆除
技術の整備が必要である．
国際自然保護連合が世界の侵略的外来種ワースト 100に挙

げているツヤハダゴマダラカミキリ Anoplophora glabripennis
（Motschulsky）（コウチュウ目：カミキリムシ科）が日本へ
侵入，定着し，その対策が焦眉の課題となっている（林

野庁，2022）．本種は原産国である中国においては緑化木
に苛烈な被害を生じさせた害虫であり，1990年代後半に
北米，2000年代初頭にヨーロッパへの侵入が確認された
（Haack et al., 2010；Wang et al., 2023）．侵入が確認された
地域では根絶を目的とし徹底的な対策がとられ，発生が継
続しているところでは今も巨額を費やして防除を実施して
いる．
日本では本州，石垣島，熊本県で 100年以上前の文献記
録があるが，誤同定か，散発的な発生だったと考えられて
いる（槇原，2000）．確かな記録としては，2002年に神奈
川県で局所的な侵入が確認されたが，このときは根絶に
成功した（高橋・伊藤，2005）．しかし，その後 2020年に
兵庫県で発見されたのを皮切りに（秋田ら，2021），続々
と本州の東北地方から中国地方に至る各地で生息確認の
報告がなされている（金田・城殿，2021；西浦ら，2021；佐
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藤・西浦，2021；柳ら，2021；岩田・桐山，2022；下野ら，
2022）．
国内での対策を計画する上で，本種の国内での生態を明
らかにすることが必要であり，それと同時に，既に被害対
策を実施してきた地で行われてきた研究成果を整理するこ
とが求められる．本稿では，解明された生態や分類上の位
置づけの整理を取りまとめ，防除活動とその成果を概観
し，本種の国内におけるリスクを指摘する．ツヤハダゴマ
ダラカミキリの英名については Asian longhorned beetleが
長く一般的に用いられてきたが，原産地に対して地理的偏
見が生じる危険を回避するため，外来種の呼称から原産地
の地名を用いることを避ける考え方が広まっており，本稿
で本種の英名を示す際は starry sky beetleとした．
なお，本稿は林野庁令和 4年度ツヤハダゴマダラカミキ
リによる被害や防除方法等に関する調査事業，並びにイノ
ベーション創出強化研究推進事業 04015C1「相次いで侵入
した外来カミキリムシから日本の果樹と樹木を守る　総合
対策手法の確立」（JPJ007097），農林水産省委託プロジェ
クト研究「日本と木材輸出相手国の樹木を外来病害虫から
護る複合リスク緩和手法の開発」（JPJ012712）の助成のも
と執筆された．

寄主と選好性

1. 寄主植物と選好性について
ツヤハダゴマダラカミキリは中国ではポプラ類の害虫
としてよく知られている（磯野ら，1999）が，北米やヨー
ロッパに侵入して各種の広葉樹を食害することが報告さ
れている（Hu et al., 2009）．本種の寄主植物については，
Gaag and Loomans（2014），Sjöman et al.（2014）および Lyu 
et al.（2023）がレビューをしており，17科 31属が生活環を
完結することができたと記録されている（第 1表）．寄主
植物は多岐にわたっており，中でもヤマナラシ属（ポプラ
類）Populus，ヤナギ属 Salix，カエデ属 Acerの記録が多い．
Sjöman et al.（2014）は寄主植物を Very good host，Good 
host，Host，Resistantの 4段階に分けて評価しており，Very 
good hostはカミキリの摂食と産卵を誘引し，加害により
枯死に至る樹種，Good hostは部分枯れを生じたり，衰弱
木が枯死に至ったりする樹種，Hostは多少加害されても回
復する樹種としている（なお，本稿では Resistantの樹種は
寄主に含めない）．これによるとヤマナラシ属，ヤナギ属，
カエデ属には Very good hostと区分される種が多い．ヤマ
ナラシ属に含まれる多くの種の間での被害の受けやすさに
も差があるが，地域や場所による違いも見られる（Sjöman 
et al., 2014）．ヤマナラシ属の中でも，セイヨウハコヤナ
ギ Populus nigraやヒロハヤマナラシ Populus deltoidesを
含む Aigeiros節，およびナガバドロ Populus cathayanaや
テリハドロノキ Populus simoniiを含む Tacamahaca節は本

種に好んで加害されて被害を受けやすく，一方，ギンド
ロ Populus albaやアメリカヤマナラシ Populus tremuloides
を含む Populus節は加害されにくい（Sjöman et al., 2014）．
カエデ属では， トネリコバノカエデ Acer negundo， ノ
ルウェーカエデ Acer platanoides， ギンヨウカエデ Acer 

第 1表 ツヤハダゴマダラカミキリ（SSB）とゴマダラカミ
キリ（CLB）の寄主植物として記録されている科と日本
国内での記録の有無   
SSBについては生活環が完結することができた寄主の
みをあげた．

科名 Family SSB 国内 CLB 国内

モクマオウ科 Casuarinaceae 〇 〇 ●
クルミ科 Juglandaceae 〇 〇 ●
ヤナギ科 Salicaceae 〇 ● 〇 ●
カバノキ科 Betulaceae 〇 〇 ●
ブナ科 Fagaceae 〇 〇 ●
ニレ科 Ulmaceae 〇 ● 〇 ●
アサ科 Cannabaceae 〇
クワ科 Moraceae 〇 ●
ヤマモガシ科 Proteaceae 〇
タデ科 Polygonaceae 〇 ●
モクレン科 Magnoliaceae
クスノキ科 Lauraceae 〇 〇
カツラ科 Cercidiphyllaceae 〇 ●
ツバキ科 Theaceae 〇
スズカケノキ科 Platanaceae 〇 〇 ●
フウ科 Altingiaceae 〇
バラ科 Rosaceae 〇 ● 〇 ●
マメ科 Fabaceae 〇 〇 ●
トウダイグサ科 Euphorbiaceae 〇 ●
ミカン科 Rutaceae 〇 ●
センダン科 Meliaceae 〇 ●
ウルシ科 Anacardiaceae 〇 ●
ムクロジ科 Sapindaceae 〇 ● 〇 ●
モチノキ科 Aquifoliaceae 〇
クロウメモドキ科 Rhamnaceae 〇
ブドウ科 Vitaceae 〇
アオイ科 Malvaceae 〇 〇
グミ科 Elaeagnaceae 〇 〇
ミソハギ科 Lythraceae 〇
フトモモ科 Myrtaceae 〇
ミズキ科 Cornaceae 〇
ウコギ科 Araliaceae 〇 ●
ツツジ科 Ericaceae 〇
エゴノキ科 Styracaceae 〇 ●
モクセイ科 Oleaceae 〇 〇 ●
ノウゼンカズラ科 Bignoniaceae 〇
ガマズミ科 Viburnaceae 〇
マツ科 Pinaceae 〇
ヒノキ科 Cupressaceae 〇 ●

○：寄主として記録されているものが所属する科．　
●：日本国内で寄主として記録されている植物が属す科．
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saccharunumなどが被害を受けやすく，イロハモミジ Acer 
palmatum，オニメグスリ Acer triflorumなどはほとんど被
害を受けない（Sjöman et al., 2014）．このように比較的近
縁の樹種でも本種の選好性に差が見られる．また，Gaag 
and Loomans（2014）も寄主植物について本種が生活環を
完了できるか，加害記録があるのみかに着目して 4つのカ
テゴリーに区分しており，ヤマナラシ属，ヤナギ属，カ
エデ属の他，トチノキ属 Aesculus，カバノキ属 Betula，ト
ネリコ属 Fraxinus，スズカケノキ属 Platanusなどが生活
環を完了できるカテゴリー Iと評価されている．日本国
内では，アキニレ Ulmus parvifolia，カツラ Cercidiphyllum 
japonicum， トチノキ Aesculus turbinata， ハナノキ Acer 
pycnanthum，ヤナギ類，サクラ類 Cerasusが本種の寄主
植物として報告されている（高橋・伊藤，2005；秋田ら，
2021；金田・城殿，2021；西浦ら，2021；柳ら，2021；大橋，
2025）．
本種は雌が寄主の樹皮に傷をつけ，産卵を行うが，産卵
痕は直径 8～14 cmの部位に多く見られ，樹木のサイズが
小さい場合は幹の下部に多く，大きくなるにつれて幹の上
部や枝に多くなる（Turgeon et al., 2024）．また，雌は産卵
場所を選択する際に，同種他個体のつけた産卵痕がある
場所を回避することが明らかになっている（Konishi et al., 
2025）．

2. ゴマダラカミキリの寄主植物
参考のためにゴマダラカミキリの寄主植物についても，
小島・中村（1986）および Sjöman et al.（2014）をもとに新
たな情報を加えて整理した．35科 82属 112種（亜種，変
種を含む）が記録されており，ヤナギ科，カバノキ科，バ
ラ科，マメ科，ミカン科，ムクロジ科などの樹種が多い
（第 1表）．このうち，国内で寄主として記録があるのは，
20科 31属 44種であり，国内に限っても寄主範囲は広い．
ミカン科やバラ科の果樹害虫として知られるだけでなく，
緑化樹木の害虫でもあり（小林・滝沢，1991），針葉樹の
スギ Cryptomeria japonicaでも記録がある（小林・奥田，
1981）．

近縁種との系統関係および形態識別

1. ゴマダラカミキリ属 Anoplophora
ツヤハダゴマダラカミキリの属するゴマダラカミキリ
属（Anoplophora）は世界に約 60の種・亜種が知られ，ア
ジアを自然分布域とする（Lingafelter and Hoebeke, 2002；
Zhang et al., 2025）． 形態による分類は Lingafelter and 
Hoebeke（2002）が直近の網羅的な研究になるが，彼らが
36種を記載して以降に多くの新種記載がなされている他，
一部の種の措置について疑義が存在する．特に，日本のゴ
マダラカミキリは，中国のゴマダラカミキリと別種とされ
ていたところ（前者は A. malasiaca，後者は A. chinensis），

Lingafelter and Hoebeke（2002）において中国のゴマダラ
カミキリのシノニムとされたが，これについては合意が
得られていない（槇原，2007）．本稿では，Lingafelter and 
Hoebeke（2002）のシノニム措置に対して国際動物命名
規約に則った反論がないことと，最近のWang and Keena
（2021）の交雑実験により両者が 1つの生物学的種である
と示唆されたこと（両者異性が互いに惹かれ合い，妊性の
卵が産まれ，成虫にまで発育することが確認された）を根
拠として，日本のゴマダラカミキリと中国のゴマダラカミ
キリは同種 A. chinensisとする立場をとる．そこで，以後，
本章では日本のゴマダラカミキリはゴマダラカミキリ日本
個体群，中国のゴマダラカミキリはゴマダラカミキリ中国
個体群と表記する．
ゴマダラカミキリ属の系統関係については網羅的な研究
はなされていないものの，日本に分布する種に一部の海
外種も加えての分子系統解析がなされている（Ohbayashi 
et al., 2009；Muraji et al., 2011）．それらによると，ツヤハ
ダゴマダラカミキリとゴマダラカミキリ日本個体群は，同
属種の中でも比較的近縁である．

2. ツヤハダゴマダラカミキリおよび近縁種成虫の形態
的差異

このようにゴマダラカミキリ属には分類学的課題がある
ものの，ツヤハダゴマダラカミキリはゴマダラカミキリ日
本個体群と明確に形態で区別することができる（第 1図）．
両種は遠くから見るとよく似ているが，鞘翅基部を近く
で見ると，ツヤハダゴマダラカミキリはゴマダラカミキ
リ日本個体群に見られる顆粒状突起を欠く（槇原，2000；
Lingafelter and Hoebeke, 2002）．また，ツヤハダゴマダラカ
ミキリはゴマダラカミキリ日本個体群に見られる前胸背板
の斑紋を欠くことも特徴である．一見こちらの方が識別点
として分かりやすいように思えるが，ゴマダラカミキリ日
本個体群の老齢個体などでは斑紋を形成する毛束が擦り切
れたり抜け落ちたりして斑紋が消失している場合があるの
で，前胸背板の斑紋の有無は確実な判断基準にはならない．
さらに，日本国内で採集したゴマダラカミキリについ
て，鞘翅基部に顆粒状突起があったからといって即座に在
来と断定することはできない．①ゴマダラカミキリ中国個
体群が侵入したものの可能性や，②確率は非常に低いと考
えられるがツヤハダゴマダラカミキリとゴマダラカミキリ
の雑種である可能性があるためである．①について，ゴマ
ダラカミキリの日本個体群と中国個体群は，後者において
鞘翅の斑紋がより小さく規則的になること，鞘翅基部に
斑紋がないことで基本的には判別できる（槇原，2000）（第
1図）．また，ゴマダラカミキリ中国個体群は基本的に前
胸背板の斑紋を欠くが，上述のようにゴマダラカミキリ日
本個体群も斑紋を失っている場合があるので注意が必要で
ある．②については，ツヤハダゴマダラカミキリとゴマダ
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ラカミキリ日本個体群は通常交雑しないと考えられるが
（Sunamura et al., 2022），生殖的隔離は完全ではなく，飼
育実験下で鞘翅基部に顆粒状突起を持つ F1が生じる場合
があることが報告されている（Wang and Keena, 2021）．な
お，ツヤハダゴマダラカミキリとゴマダラカミキリ中国個
体群は，飼育実験下でも F1が生じないとされている（Qin 
et al., 2024）．
ツヤハダゴマダラカミキリの幼虫については，ゴマダ
ラカミキリと類似の形態をしているが，ともに色素を前
胸に持つ一方で，その形や大きさに両種間で差異がある
（Haack et al., 2010）．

ゴマダラカミキリ日本個体群と中国個体群の区別等に
ついて注意が必要な一方で，中国には日本未侵入でツヤ
ハダゴマダラカミキリと似た種も存在する（Lingafelter 
and Hoebeke, 2002）． 具体的には，A. coeruleoantennata
（Breuning）（中国四川省に分布）と A. freyi（Breuning）（四
川省・雲南省に分布）がツヤハダゴマダラカミキリに最も
形態的に近いとされ，鞘翅基部に顆粒状突起がないことや
斑紋のパターン等でツヤハダゴマダラカミキリとよく似る
が，前者は触角が青紫色がかること，後者は鞘翅に構造色
による紫がかった強い光沢があること等でツヤハダゴマダ
ラカミキリと区別される（Lingafelter and Hoebeke, 2002）．

第 1図 ツヤハダゴマダラカミキリ Anoplophora glabripennis（左列）とゴマダラカミキリ A. chinensis（右列）の標本写真
下拡大写真のゴマダラカミキリは日本個体群のものであるが，老化のため前胸背板の 2つの斑紋は消失しかかっている．



ツヤハダゴマダラカミキリの生態と防除 63

なお，A. coeruleoantennataはこれまでほとんど採集されて
いない希少種で日本への侵入リスクは低いと考えられる
が，今後，日本国内における外来ゴマダラカミキリの分布
調査をする上で，「ツヤハダゴマダラカミキリかゴマダラ
カミキリ日本個体群か」以外の可能性もあることは念頭に
置いておくべきであろう．最近，A. freyiと非常に近縁と考
えられる A. puxianが記載されたが，この新種はツヤハダ
ゴマダラカミキリや A. freyiとは斑紋のパターンが大きく
異なる（Wang and He, 2021）．

3. 成虫の種内変異
ツヤハダゴマダラカミキリの斑紋には種内変異があり，
その最たるは斑紋の色彩である（第 1図）．本種には斑紋
の白いタイプの個体（白色斑紋型）と黄色いタイプの個体
（黄色斑紋型）がいる．後者はかつてキボシゴマダラカミ
キリ A. nobilisとして別種扱いされていたこともあるが，
斑紋の色彩以外に両者を明確に識別できる形態形質がな
く，かつ自由に交雑可能なことから，現在では同種とさ
れている（Lingafelter and Hoebeke, 2002；久保田ら，2003）．
黄色斑紋型の分布は中国の一部地域に限定されていたが，
人為的な移動により中国各地に分布を広げ，白色斑紋型と
の交配の結果，中間的な形質である黄白色型の斑紋の個体
も各地で生じている（久保田ら，2003）．日本に侵入した
ツヤハダゴマダラカミキリでも，兵庫県（秋田ら，2021）
や茨城県（篠崎ら，2024）において白色，黄白色，黄色斑
紋型の個体が同所的に見つかっており，これら生息地の
個体群は白色と黄色斑紋型の両方の遺伝子を持つと考え
られ，この情報は侵入履歴を推定する上で参考になる（第
1図）．具体的には，白色と黄色斑紋型の交雑個体のメス
成虫が侵入した可能性や，両型が別々に侵入した可能性，
あるいは両型が混合した個体群が侵入した可能性が考えら
れる．

成虫の繁殖行動と化学生態

1. ツヤハダゴマダラカミキリの繁殖行動
ツヤハダゴマダラカミキリの繁殖行動は，いくつかの
段階から構成される．Xu and Teale（2021）は，Wickham 
et al.（2012）が提唱した 4段階からなるツヤハダゴマダラ
カミキリの配偶行動ステップに，近年明らかにされた最新
の情報を加味し，以下のように整理した．
（1）雄と雌の両方が，視覚と化学感覚を併用し寄主木に
定位
（2）雄と雌の両方が，寄主木上で同種他個体による食害
由来の揮発性化学物質へと定位
（3）雌が，雄の性フェロモン単独あるいは寄主木由来の
揮発性化学物質との組合せに対して定位
（4）雄が，視覚と化学感覚（雌の性フェロモン）を併用
し雌へと定位，交尾に至る

このように，ツヤハダゴマダラカミキリの繁殖行動は，
寄主木や異性等の多様な揮発性／低揮発性化学物質によっ
て成立している．成虫を誘引する寄主由来の化学物質や性
フェロモンを特定することにより，トラップを用いた防除
手法を開発する試みが進められている（Yan et al., 2022）．

2. 寄主木への定位の手掛かりとなる揮発性化学物質
ツヤハダゴマダラカミキリが加害する樹木（カエデ属，
ポプラ属，トチノキ属，カバノキ属，ヤナギ属，ニレ属な
ど）の揮発性化学成分として，テルペン類（α-ピネン，β-
ピネン，δ-3-カレン，カンフェン，リモネン，α-フェラン
ドレン，β-カリオフィレン），アルデヒド類（ノナナール），
酢酸類（酢酸 cis-3-ヘキセニル，酢酸エチル），アルコール
類（リナロール，ヒドロキシアルカンおよびアルケン）が
報告されている（Xu and Teale, 2021）．ツヤハダゴマダラ
カミキリの成虫は，基本的にこれらの化合物のブレンドに
対し，各成分の比率に応じて寄主木を識別するとされ，そ
の組成および比率は，樹木の種，齢，生理的状態，光状
態，概日リズム，季節，生物的／非生物的損傷など多様な
要因により変化が大きく，これらすべてが誘引効果に影響
する（Xu and Teale, 2021）．Makarow et al.（2020）は，ツヤ
ハダゴマダラカミキリの食害を受けたカエデ属樹木から，
（＋）-シクロサチベン，（＋）- α-ロンギピネン，コパエンま
たはα-クベベン，カリオフィレンを検出し，これらがツヤ
ハダゴマダラカミキリの成虫を強く誘引することを明らか
にした．これらの揮発性化学物質は，寄主木上でさらに雄
と雌が接近するのに役立つとされる．また，（＋）-シクロ
サチベン，（＋）- α-ロンギピネン，コパエンまたはα-クベ
ベンは，カエデ属樹木への本種の産卵痕からも確認されて
おり（Makarow et al., 2020），ツヤハダゴマダラカミキリの
成虫にとって，生存に適した好ましい寄主木を見つけるた
めの指標として機能すると考えられている（Xu and Teale, 
2021）．ポプラ類の抵抗性育種に関する研究では，Populus 
deltoides ‘Shalinyang’（PdS）が生成する揮発性化学物質で
ある cis-3-ヘキセノールが雌の産卵を促進することが報告
されている（Bingjun et al., 2023）．一方，Populus alba var. 
pyramidalis（PaP）の防御反応に関係する植物ホルモンであ
るジャスモン酸メチルは，成虫の樹皮摂食量や産卵数を減
少させる（Shao et al., 2025）．
また，ツヤハダゴマダラカミキリ自身から検出される
揮発性化学物質の中には， 寄主木由来の化学物質をも
とに生成されると考えられる物質も存在する．Makarow 
et al.（2020）は，ツヤハダゴマダラカミキリの成虫由来の
揮発性物質として，モノテルペン（（1R）- α-ピネン）の他，
2,4-ジメチルへプタン，2,4-ジメチル-1-へプテン，4-メチル
デカンが検出されることを示した．これらの化学物質は，
同種他個体の誘引に関与している可能性が高い．在来ゴ
マダラカミキリの雌も同様に，β-エレメン，β-カリオフィ
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レン，α-フムレン，α-ファルネセンなど，寄主木に由来す
ると考えられるセスキテルペン類を放出し（Yasui, 2009），
雄成虫を誘引する（Yasui et al., 2019）．ツヤハダゴマダラ
カミキリや在来ゴマダラカミキリを含むフトカミキリ亜科
の種では，寄主木の樹皮や葉を餌として性成熟する期間が
必要な種がほとんどである（Haack, 2006）．そのため，羽
化直後の成虫は，セスキテルペン類などの寄主木由来の揮
発性化学物質に対して誘引応答を示す傾向が高いと考えら
れている（Xu and Teale, 2021）．

3. 性フェロモンとその機能
寄主木上で雄と雌が十分に接近すると，近距離ではたら

く揮発性／低揮発性化学物質（性フェロモン）の利用に切替
えられ，性識別が行われる．ツヤハダゴマダラカミキリの
雄の性フェロモンとしては，4-（n-ヘプチルオキシ）ブタナー
ルと 4-（n-ヘプチルオキシ）ブタノール（Zhang et al., 2002），
（3E,6E）- α-ファルネセン（Crook et al., 2014）がこれまでに
報告されており，いずれの物質も雄と雌の両方に誘引効
果を持つ．Nehme et al.（2009, 2010）は，これら雄のフェロ
モンにカエデ類樹木の揮発性化学物質を添加すると，処女
雌の誘引効果が高まることを示した．4-（n-ヘプチルオキ
シ）ブタナールと 4-（n-ヘプチルオキシ）ブタノールは，在来
ゴマダラカミキリ雄の性フェロモンとしても知られており，
Anoplophora属に共通の物質である（Hansen et al., 2015）．
一方，ツヤハダゴマダラカミキリの雌の性フェロモン
としては，揮発性の高い物質として，ヘプタナール，ノ
ナナール，ヘキサデカナール，α-ロンジピネンがこれまで
に報告されており，雌雄ともに誘引することが確認され
ている（Wickham et al., 2012；Xu et al., 2020）．この他，雌
に特異なフェロモンとしては，雌体表面に存在する“接
触型フェロモン”と，雌が痕跡として残す“トレイルフェ
ロモン”の 2種類が存在する．接触型フェロモンは，5つ
の一価不飽和クチクラ炭化水素のブレンド（（Z）-9-トリコ
セン，（Z）-9-ペンタコセン，（Z）-7-ペンタコセン，（Z）-9-ヘ
プタコセン，（Z）-7-ヘプタコセン）として報告されており，
これらに触角を触れた雄はただちに交尾試行を開始する
（Zhang et al., 2003；张ら，2003）．雌の接触型フェロモンに
は，前駆物質が光劣化により雄の誘因効果を持つ物質へと
変化するものがあると考えられている（Crook et al., 2024）．
Hoover et al.（2014）は，雌のトレイルフェロモンとして，
4種類の雌特異的クチクラ炭化水素（主要 2種類：2-メチ
ルドコサンと（Z）-9-トリコセン，マイナー 2種類：（Z）-9-
ペンタコセンと（Z）-7-ペンタコセン）を検出した．これら
の化学物質は，雄が追跡行動を示すことが確認されている
一方で，同種他雌に対しては忌避効果を持ち，種内競争の
緩和に機能していると考えられている（Graves et al., 2016）．
在来ゴマダラカミキリの雌では，ツヤハダゴマダラカミ
キリの雌の接触型フェロモンとは異なる物質群が報告され

ている（Fukaya, 2003）．しかし，Sunamura et al.（2022）が
ツヤハダゴマダラカミキリと在来ゴマダラカミキリの実験
的条件下で交配を試行させたところ，交配には至らなかっ
たものの，在来ゴマダラカミキリ雌に接触したツヤハダゴ
マダラカミキリの雄は，典型的な性的応答を示すことが明
らかになった．またこの実験では，ツヤハダゴマダラカミ
キリの雌のトレイルフェロモンに在来ゴマダラカミキリの
雄が反応を示す様子も観察されている．Yasui et al.（2023）
は，ツヤハダゴマダラカミキリ雌の粗抽出物を塗布したガ
ラス棒に対して，在来ゴマダラカミキリの雄が交尾行動を
示すことを報告している．こうしたツヤハダゴマダラカミ
キリと在来ゴマダラカミキリとの繁殖上の干渉は，両者が
誘引活性を示す化学物質の類似性が引き起こしていると考
えられ，未同定の共通成分もしくは類似成分を持つ可能性
もある．今後の研究では，さらなる詳細な解析および行動
試験による慎重な評価をする必要がある．

幼虫の加害実態および生態

1. 幼虫の形態
ツヤハダゴマダラカミキリ幼虫の基本的な形態は，フト
カミキリ亜科（Lamiinae）の他のカミキリムシ同様で，体
は円筒形で，脚はないが節があり細長く，色は淡黄ある
いは白であり，頭部には大きく硬い黒色の一対の大あご
がある（Meng et al., 2015）．前胸背板は大きく硬く盛り上
がり，背面には浅い孔があり，体長は，30 mm以上で最大
50 mm，頭蓋の幅 5 mmと報告されているが（Cavey et al., 
1998），飼育実験下ではさらに大きくなることが確認され
ている（Keena and Moore, 2010）．

2. 幼虫の生態
ツヤハダゴマダラカミキリの原産地の中国では，ふ化直
後の 1齢幼虫は卵周囲の傷んだ師部および 2齢幼虫は健全
な師部や周囲の木部を食べることにより褐色のフラスを排
出し，3齢以降の幼虫は木部へ侵入し心材を食べることに
より白いフラスを排出する（Yan and Qin, 1992）．幼虫期間
は基本的に 1年であるが，2年や 3年となるケースもある
（Haack et al., 2010；Schmitt et al., 2025a, b）．米国では，大
半の個体が幼虫の状態で冬を越す（Lingafelter and Hoebeke, 
2002；Haack, 2006）．育つ環境の温度条件や餌条件などに
より，齢数をはじめ幼虫の発育の様子が異なることが知ら
れている．室内実験によると，成虫になるには少なくとも
5齢以上の経過が幼虫には必要で，1齢から 5齢幼虫の発
達が阻害されてしまう下限の温度は 10°C近辺であり，そ
れ以降の高次齢の幼虫では 12°C近辺である上，30°Cを超
える温度では 1齢を除くすべての幼虫の発育が阻害され，
40°Cではすべての幼虫が発育しないことが明らかになっ
ている（Keena and Moore, 2010）．また，ゴマダラカミキ
リでもこうした温度による幼虫の発育の差異は報告されて
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いる（村越・青野，1981；Keena and Richards, 2022）．
3. 幼虫の食性および加害
ツヤハダゴマダラカミキリによる樹木への被害の多く
は，成虫よりも幼虫によってもたらされる．基本的に加害
は形成層や木部にトンネルを掘り進めることから生じる
（Qin et al., 1985；Haack et al., 1997；Gao et al., 2013）．上述
したように，初期の幼虫は樹皮のすぐ下にトンネルを作る
が，大型になるに従って樹木の心材の奥深くまでトンネル
を掘り，活動中の幼虫は侵入した樹木の排出孔からおがく
ず状のフラスや木くずを排出する．こうした穿孔が，一度
に多くの幼虫によって，あるいは何年にもわたり，繰り返
されると，樹木の維管束組織が破壊されてしまう上，樹木
が構造的にも弱くなってしまうことから，数年の連続した
加害により枯死に至らしめる（Haack et al., 2010）．健全な
状態あるいは何らかのストレスにさらされている状態の樹
木ともに加害される可能性があり，これによって枯死のみ
ならず木材としての品質も低下させる（Haack, 2006；Gao 
et al., 2013）．以上のような幼虫による樹木被害の特性は，
ツヤハダゴマダラカミキリのみならず，ゴマダラカミキリ
でも見られる（Adachi, 1994；Haack et al., 2010）．

4. 共生微生物
近年，遺伝子を用いた微生物検出技術の進展により，
カミキリムシからセルロース分解性や空気窒素固定性な
どを有する細菌が検出される事例が蓄積されてきた（岩
田，2015）．幼虫の体内部の共生微生物とその機能につい
ても分かり始めている．中国で採集された個体を用いた
試験では，幼虫の腸からα-Proteobacteria, β-Proteobacteria, 
γ-Proteobacteria, Firmicutes, Actinobacteria, Bacteroidetesグ
ループの細菌が確認された（Schloss et al., 2006）．また，
リグニンの分解様式について調査した報告では，ツヤハダ
ゴマダラカミキリの腸内から真菌である Fusarium solani/
Nectria haematococca種群が確認され，これらは木材の分
解に関与していることが示唆された（Geib et al., 2008）．そ
の後の調査によっても，リグノセルロースの分解と栄養
分の吸収を促進する多様な腸内微生物群集を保有するこ
とや多様な遺伝子の発現様式によって，ツヤハダゴマダ
ラカミキリが，栄養素の少ない様々な樹木の辺材と心材
を利用して育つことができることが判明した（Geib et al., 
2009；Scully et al., 2013, 2018；Ayayee et al., 2014；Mason 
et al., 2016）．また，幼虫の腸内微生物群集には成虫の腸
内微生物群集よりも多様性が欠ける上，幼虫群集は，雌成
虫の腸からの群集よりも産卵場所からの群集に類似してい
たため，フラスが腸内微生物叢の接種経路となりうること
が示唆されている（Mason et al., 2019）．また，異なる寄主
を摂食することによって，幼虫の腸内の微生物群集とリグ
ノセルロース活性に違いがあることも明らかにされている
（Wang et al., 2022）．

侵入の検出手法

一般に侵略的外来種の根絶を成功させるためには，侵
入早期に発見することが求められる（Liebhold and Kean, 
2019）．ツヤハダゴマダラカミキリの侵入は，形状が特徴
的な産卵痕および円形の成虫の脱出孔により確認が可能
である（Haack et al., 2010）．しかし，地上からの目視で
はおよそ 30%，木を登っての目視調査では 60～75%の被
害木しか特定できないと推定されており（USDA-APHIS, 
2012），本種は穿孔性害虫の中でも被害木の発見が難しい
と考えられる．そこで，より簡便に，早期に侵入や被害を
検出するための方法が研究されてきた．
誘引物質を用いた早期発見システムの構築は，多くの
外来害虫の根絶事業の要となり，「成虫の繁殖行動と化学
生態」の章で説明されたように本種でも情報化学物質が特
定されている．誘引剤として樹木からの揮発成分とオス成
虫のフェロモン成分の混合物を用いた衝突版トラップを梢
端下に設置することで，成虫の捕獲が可能であり（Nehme 
et al., 2010），目視を補完することでより効果的な新規被害
検出が可能である．しかし，このトラップは誘引性が高く
ないため，それのみでのモニタリングは危険である．
木の中で発育する幼虫が本種かどうかを同定できれば，
成虫の脱出を待たずに本種を検出できるため，そのための
技術開発も進められている．多くの害虫同様に，分子同
定は本種の発生を確実に確認するために活用されており，
ミトコンドリア CO1遺伝子のシーケンシングや LAMP法
によって卵，幼虫，蛹の段階で本種の特定が可能である
（Rizzo et al., 2020；EPPO, 2021）．また，幼虫が樹外に排
出したフラスからでも定量 PCR（Taddei et al., 2021）やガ
スクロマトグラフィー質量分析（Fujiwara-Tsujii and Yasui, 
2023）によって同定可能である．
輸入された木製品の水際での発見を目的として，木材

（丸太）内部で幼虫が発する振動により本種が検出できる
かという研究もされており（Zorović and Čokl, 2015；Sutin 
et al., 2019），非破壊的調査の実用化に向けて推定精度を
向上させている．また，木材内に穿孔する本種について犬
を用いた匂いによる探知の研究では，多様な樹種の木質パ
レット内に潜む本種を高率で発見可能なことが示されてい
る（Arnesen and Rosell, 2021）．

ツヤハダゴマダラカミキリの防除技術

1. 物理的防除手法
各国における防除手法の詳細は後述するが，侵入先で
の防除において伐倒による駆除が基盤となっており，ア
メリカでは，たとえ農薬処理がされた木であっても 1つ
でも産卵痕や脱出孔があったら伐倒駆除の対象となり，所
有者への通知後に撤去される（USDA-APHIS, 2014）．本
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種の根絶を目指すためには，膨大な本数の伐倒が必要と
なる．例えば，根絶に成功したシカゴの根絶プログラム
では 1998年から 2006年までに 1800本の樹木を伐倒した
（Hu et al., 2009）．イギリスのケント州やイタリアのヴェ
ネト州では，限られた地域での被害であったが，それぞれ
2133本，2361本の樹木を伐倒して根絶を達成した（Straw 
et al., 2015；Marchioro and Faccoli, 2021）．カナダのトロン
トでは，被害木と確認された 682本の他に，結果的に被害
はなかった 59690本を根絶までに伐倒した（Turgeon et al., 
2022）．伐倒後の木は被害エリア内でチップ化すること
が望ましく，縦横高さのうちの最低 2つで長さが 1イン
チ（2.54 cm）以内となるように破砕する（USDA-APHIS, 
2014）．
その他の物理的防除として，中国では成虫の捕殺，卵や
幼虫の探索除去，フラス排出孔の封鎖が行われている（Hu 
et al., 2009）．青色光を用いたライトトラップも有効であり
（Jiang et al., 2023），後述の情報化学物質を利用したトラッ
プと併用することにより誘引効果を増加させるという報告
もある（Yao et al., 2024）．

2. 化学的防除手法
一般にカミキリムシは，野外で活動するのは成虫期に限
られ，一生の大部分を幼虫として樹木内で過ごす．樹木内
の幼虫を薬剤に直接曝露させることは困難なため，これま
で薬剤による化学的防除はカミキリムシの防除法の主流
から外れ，発展途上の段階にある（Wang, 2017）．しかし，
ツヤハダゴマダラカミキリは原産地でも侵入地でも重要害
虫であるため，化学的防除の研究・実践が他のカミキリム
シに比べて進んでいる（Hu et al., 2009；Haack et al., 2010；
Wang, 2017）．なお，各国における取り組みについては後
述する．
（1）薬剤による成虫防除
代表的なものとして，まず，成虫防除のため，ピレスロ
イド系や有機リン系殺虫成分を含む液剤の樹皮への散布が
挙げられる（Wang, 2017）．ツヤハダゴマダラカミキリ成
虫は配偶相手の探索や産卵のため樹上を歩き回るので，接
触による経皮活性を示す殺虫成分を樹幹や枝に散布処理す
ることでこれら成虫を防除できる．
次に，薬剤の樹幹注入も成虫防除に効果的である（Hu 

et al., 2009；Wang, 2017）．樹幹注入は，樹幹にドリル等で
穴をあけ，薬液を注入し，樹木自身の水の運搬（道管を介
した根から樹冠への水の吸い上げ）に乗せて薬液を樹木全
体に行きわたらせる処理方法である．ツヤハダゴマダラカ
ミキリ成虫は性成熟や栄養補給のため寄主樹木の枝や葉を
後食するので，樹幹注入処理木の枝葉を経口摂取すること
で薬剤に曝露し死亡する．有効成分としては，浸透移行性
に優れたネオニコチノイド系化合物が代表的で，アメリ
カ・シカゴの根絶事業では被害木周辺の樹木にイミダクロ

プリドを予防的に樹幹注入したことが根絶の成功に大きく
寄与したと考えられている（Hu et al., 2009）．近年ではマ
クロライド系のエマメクチン安息香酸塩も，2～3年にわ
たって効果が持続し有効であることが示されている（例：
Wang et al., 2020a, b）．
（2）薬剤による幼虫防除
樹木内で生活する幼虫に対しては，樹幹注入が上記と同
様の原理により有効である（Hu et al., 2009；Wang, 2017）．
ただし，樹種によって薬剤の樹木内動態や効果に違いがあ
り，例えば Poland et al.（2006）はニレ，ポプラ，ヤナギに
対しイミダクロプリドを樹幹注入し，4か月後に伐倒調査
を行って幼虫死亡率を調べたところ，それぞれ 7～55%，
63～65%，28～35%であった．ツヤハダゴマダラカミキリ
の幼虫は成長するにつれて内樹皮から辺材へと樹木内を食
い進んでいく（Hu et al., 2009）．環孔性（年輪に沿って環
状に道管の孔が並ぶ）のニレでは辺材外側の道管のみを薬
剤が通過するため注入時の発育段階によって効果がばらつ
くが，散孔性（道管が散らばって満遍なく配置）のポプラ
とヤナギは辺材全体を薬剤が通過するため効果が安定した
可能性が指摘されている（Poland et al., 2006）．
（3）情報化学物質の利用
化学的防除には，殺虫剤を使用する以外に，昆虫が利用
する情報化学物質を応用する道もある．合成性フェロモン
による発生予察，誘引捕殺，交信攪乱がその代表例であ
る．ツヤハダゴマダラカミキリは「成虫の繁殖行動と化学
生態」の章で示すように性フェロモンの研究が進んでいる
が，合成性フェロモン成分や寄主樹木の揮発性成分を使っ
たルアーへの成虫誘引効率は低く（1週間で数匹程度），
まだ防除への応用はハードルが高い状況である（Wickham 
et al., 2012；Meng et al., 2014）．性フェロモンや寄主樹木由
来の誘引物質は複数成分のブレンドになっており，その全
容や最適混合比が解明しきれていないこと等が原因として
考えられる（Xu and Teale, 2021）．

3. 生物的防除手法と天敵
欧米諸国におけるツヤハダゴマダラカミキリの防除は，
主に被害木の伐倒処理および薬剤散布によって行われてい
る（Haack et al., 2010；Brabbs et al., 2015）．イミダクロプリ
ドなどの薬剤を樹幹注入した場合，枝を食べる成虫，産卵
雌および若齢幼虫には効果があるが，成熟幼虫または材内
の蛹にはそれほど効果がないことが知られている（Poland 
et al., 2006；Haack et al., 2010）．したがって，成熟幼虫お
よび蛹を対象とすることができる生物的防除方法を特定す
ることは，ツヤハダゴマダラカミキリ防除にとって有用な
追加的手段となるだろう（Brabbs et al., 2015）．生物的防除
に関する多くの研究は，昆虫寄生菌類，昆虫病原性細菌，
昆虫病原性線虫，捕食寄生者および捕食者に焦点を当てて
いる．ここでは上記の分類に沿って，ツヤハダゴマダラカ
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ミキリ生物的防除素材となりうる天敵生物について解説す
る．
（1）昆虫寄生菌類
昆虫寄生菌（真菌類）では，糸状菌の Beauveria bassiana，

Beauveria brongniartii，Metarhizium brunneum，Isaria farinosa
および微胞子虫門に属する Nosema glabripennisが感染能
力を持つ（Shimazu et al., 2002；Zhang et al., 2003；张ら，
2003；Dubois et al., 2004a, 2008）．これらを実験的にツヤハ
ダゴマダラカミキリに寄生させ，死亡率を調べた結果，M. 
brunneumと B. brongniartiiの効果が大きく（Dubois et al., 
2004a, b），I. farinosaと N. glabripennisは，他に比べて死亡
率が低かった（张ら，2003；Dubois et al., 2008）．

B. brongniartiiについては，不織布製バンドに分生子を
含浸させ木に取り付ける方法が最も効果が高く，この技
術は日本で製品化（バイオリサ™カミキリ）されている
（Higuchi et al., 1997；Hajek et al., 2006）．なお，Beauveria
属の分類が再定義され，日本からの B. brongniartiiの市
販系統については，B. asiaticaであることが判明してい
る（Goble et al., 2014）．M. brunneumも施用のための素材
に様々な工夫がなされ（Ugine et al., 2013a, b），米国で商
業用に利用可能となっている（Clifton et al., 2020a, b）．M. 
brunneumとネオニコチノイド系殺虫剤イミダクロプリ
ドを併用すると，相乗作用により殺虫効果が加速された
（Russell et al., 2010；Fisher et al., 2017）．ただしこの場合の
病原性は，環境条件および成虫の齢による影響を受けるこ
とが分かっている（Fisher and Hajek, 2014, 2016）．今後防
除素材として利用可能な新たな糸状菌が発見される可能性
はあるが，すべての真菌類と同様に，高温および低湿度
の環境下での有効性が低下するという欠点がある（Meng 
et al., 2015）．
（2）昆虫病原性細菌
ツヤハダゴマダラカミキリの成虫および幼虫の体内に
は，Staphylococcus（ブドウ球菌），Leclerciaなどいくつかの
属の細菌が存在し，その中には昆虫病原菌として分類さ
れるものも含まれている（Podgwaite et al., 2013）．Bacillus 
thuringiensis var. tenebrionisは，コウチュウ目に殺虫活性
があることが報告されているが，ツヤハダゴマダラカミ
キリ成虫および幼虫には効果がなかった（D’Amico et al., 
2004）．しかし B. thuringiensisの殺虫毒素の 1つである
Cry3Aaに関しては，幼虫の中腸の Cxセルラーゼ酵素に
結合するように遺伝子工学的手法により改変すると，殺虫
活性が上がり，生物農薬としての利用の可能性が高まっ
た．上記の改変毒素を与えられた幼虫は高い死亡率を示す
（Guo et al., 2012）．Serratia marcescensは 1, 2齢幼虫に実験
室内で感染するが，死亡率にはばらつきがあり，野外試験
での死亡率は低い（Deng et al., 2008）．

（3）昆虫病原性線虫
Steinernema feltiaeと S. carpocapsaeの 2種がツヤハダゴ
マダラカミキリに感染する．また Heterorhabditis属の線虫
も昆虫病原性線虫として知られているが，ツヤハダゴマダ
ラカミキリに対する病原性に関しては報告がない．線虫は
寄主の複数の発育段階を標的にすることが可能だが，発
育初期の幼虫に施用すると死亡率は高くなる（Solter et al., 
2001；Fallon et al., 2004）．人工培地で増殖した線虫を寄主
幼虫孔道内に直接スプレーすることにより，高い死亡率
を得ることができる（Brabbs et al., 2015）．ただしツヤハダ
ゴマダラカミキリは寄主木の比較的高い位置に穿入するた
め，作業性にやや問題がある（Haack et al., 2010）．
（4）捕食寄生昆虫
ツヤハダゴマダラカミキリの捕食寄生昆虫については，
中国と韓国でハチ目を中心に 30種以上が報告されている
（Wang et al., 2021；Lee et al., 2023；Wei et al., 2023；Johnson 

et al., 2024）．最もよく調べられているのはムキヒゲホソカ
タムシ科の Dastarcus helophoroidesであり，本種は数多く
のカミキリムシの捕食寄生者である（Wei et al., 2009）．本
種は日本国内でマツノマダラカミキリの天敵として知られ
ているサビマダラオオホソカタムシ Dastarcus longulusの
近縁種である．本種はツヤハダゴマダラカミキリの成熟幼
虫および蛹に寄生する（Wei et al., 2008；Golec et al., 2018）．
いくつかの研究では本種が大量飼育可能であることが示さ
れており，人工飼料も開発されている（Ogura et al., 1999；
Yang et al., 2014）．中国では D. helophoroidesの卵を樹幹に
放飼することにより，樹幹内のツヤハダゴマダラカミキリ
に対し 85%以上の寄生率が得られた（Li et al., 2009）．ま
た中国での野外試験において，D. helophoroidesの放飼後，
放飼区に接した対照区におけるツヤハダゴマダラカミキリ
の幼虫個体数が減少したことが示された．これは飛翔能力
を持つ成虫の分散によるものと推察された（Wei and Niu, 
2011）．室内における誘引試験の結果，異なる寄主種を利
用する D. helophoroides地域個体群は寄主フラスに対する
反応が異なり（Wei et al., 2009），ツヤハダゴマダラカミキ
リに寄生する個体も異なる樹種のフラスに対して異なる反
応を示した（Wei and Jiang, 2011）．
寄生バチでは，ツヤハダゴマダラカミキリ幼虫に寄生
する多くの種が知られている．まず中国においては，ア
リガタバチ科の Scleroderma guaniによる寄生が認められ
ている（Brabbs et al., 2015）．また，欧州産のアリガタバ
チ Sclerodermus brevicornisの繁殖能力に関する試験をもと
に，大量飼育と防除への利用の可能性が検討されている
（Lupi et al., 2017）．中国においてツヤハダゴマダラカミキ
リ幼虫の穿入丸太を使用した調査では，コマユバチ科の
Oxysychus sp.と Bracon planitibiaeが最も多く採集された
（Li et al., 2020）．欧州では，他のカミキリムシにも寄生す
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る 8種の外部寄生バチが発見され，最も多い種は Spathius 
erythrocephalus（コマユバチ科）と Trigonoderus princeps（コ
ガネコバチ科）であった（Hérard et al., 2013）．北米では，
在来の捕食寄生昆虫からツヤハダゴマダラカミキリの生
物的防除に有効な種を探す試みが進められている（Lupu 
et al., 2024）．在来種の Ontsira mellipes（コマユバチ科）は
最も有望な種であり，短い世代時間で継続的に飼育でき，
急速に成熟する卵を持つとともに，雌比の高い子孫を生
むことができる（Duan et al., 2016；Golec et al., 2016；Wang 
and Aparicio, 2020；Wang et al., 2020b）．米国において，ツ
ヤハダゴマダラカミキリ個体数を効果的に減らすための本
種の可能性を評価するための野外試験が実施されている
（USDA-APHIS, 2021）．
（5）捕 食 者
キツツキ 2種（アカゲラ Dendrocopos majorとヤマゲラ

Picus canus）は，中国におけるツヤハダゴマダラカミキリ
幼虫の捕食者である（Brabbs et al., 2015）．キツツキの林内
における営巣を促すことにより防除効果があることが示さ
れているが，単独で防除可能なレベルには達していない
（Golec et al., 2018）．米国でも被害木上で観察されており，
潜在的な効果を示す可能性がある（Meng et al., 2015）．
（6）生物的防除と天敵についてのまとめ
これまでに発見，採集および特定されたツヤハダゴマダ
ラカミキリの天敵のうち，徹底的な調査を受け，生物的防
除剤として使用するために開発されたものはごくわずかで
ある（Brabbs et al., 2015）．また中国を原産国とする生物的
防除素材のいくつかは寄主範囲が広いジェネラリストであ
り，北米またはヨーロッパに導入された場合，在来の穿孔
虫を攻撃する可能性があるため，侵入地域での放飼が承認
される可能性は低い（Meng et al., 2015）．特に寄生バチな
どの捕食寄生者では，寄主特異性の高い種（スペシャリス
ト）の探索が望まれる．ツヤハダゴマダラカミキリの生物
的防除の展望については，本種がエンデミックな状態であ
り，自然の制御下にあるとされる中国東北部と韓国の森林
地帯において，まだ発見されていない天敵が豊富に存在す
る可能性がある（Brabbs et al., 2015）．一方で，侵入した地
域に生息する天敵との新規の捕食者–被食者あるいは寄生
者–寄主関係を特定し，増強的放飼によって防除が行われ
るべきという意見（Branco et al., 2022）もある．今後，特
異性の高い生物防除資材となりうる天敵の発見が原産地で
あれば，日本への導入の可能性が検討できるが，現段階で
はその候補となるものはない．日本国内においては前述の
サビマダラオオホソカタムシを外来カミキリムシの天敵と
して利用するための研究が進んでいる．本種は在来種であ
るが寄主範囲が広いため，標的外種への影響を少なくした
防除法の開発が望まれる．

原産地での被害および中国国内での被害と防除

1. 中国における砂漠緑化と虫害
中国黄河流域の紀元前における森林被覆率は 53%で
あった．新疆ウイグル自治区から黒龍江省にかけても，草
原や森林が広がっていた．しかし，長きにわたる戦乱や森
林伐採，家畜の過放牧などにより，森林が徐々に失われた
（国際協力事業団，1993）．1950年代初期から 70年代末期
にかけては，毎年 70万 ha弱の土地が砂漠化していった．
一方，ツヤハダゴマダラカミキリは，中国から朝鮮半島に
かけて自然分布していた．中国国内では，主に北から東北
部にかけて自然分布していた（Gressitt, 1951）．
砂漠化対策のため，中国政府は三北防護林建設計画を策
定し防護林の育成に着手した（遠田・山崎，1996）．1979
年には森林法を制定し，その中で全国の森林被覆率を 30%
にすることを求めた．この計画では，2000年までに都市近
郊の植林を行い防護林が点在する形を作り，次の 20年で
点在する防護林を連結した防護林帯を形成し，2021～2050
年には山岳地や乾燥地帯の植林を進めることになっている
（国際協力事業団，1993）．
主要植栽樹種として 38科 217種が選択され，防風・防
砂に適した樹種の植栽を進めようとしたが，実利が優先
しリンゴやモモなどの果樹類や特用樹が全体の 18%を占
めた．次にポプラ・ヤナギ類 32種が 15%を占めた．ポプ
ラ類は中国に約 50種が生育し，極寒地や貧弱土壌にも適
応力があり，成長が速く繁殖が容易なため（小川，1997），
砂漠緑化の最適樹種である．
植林が進行すると樹木の成長に伴い虫害が発生した．ツ
ヤハダゴマダラカミキリはポプラの害虫として非自然分
布地域にも分布を拡大し始めた（国際協力事業団，1993）．
ポプラ・ヤナギ類のほかバラ科の果樹も食樹とするため
（池田，1994），分布拡大には絶好のチャンスであった．被
害は甚大で，木材価値が低下しただけでなく枯死も起こっ
た．森林全体が衰退した場合は，全面的に伐採する以外に
防除手段がなかった（国際協力事業団，1993）．

2. 中国における被害と研究—寧夏回族自治区を中心と
して

計画が進められた三北地域の 1つである寧夏回族自治区
には，元来ツヤハダゴマダラカミキリは生息していなかっ
た．現在では，ツヤハダゴマダラカミキリに含まれるとの
見解が主流であるが（久保田ら，2003），近縁種とされる
キボシゴマダラカミキリ（Anoplophora nobilis）の分布域も
甘粛省の狭い範囲に限られており，この自治区には生息
していなかった．しかし，ツヤハダゴマダラカミキリは
1978年に北部の石嘴山市で，キボシゴマダラカミキリは
1961年に南部の固原で確認され（国際協力事業団，1993），
ポプラの植栽に伴ってこれら 2種の分布域が拡大した．現
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在ではツヤハダゴマダラカミキリは北部を中心に，キボシ
ゴマダラカミキリは南部を中心に分布し，中間地点では両
種が混生して交雑も起こっている（久保田ら，2003）．
虫害防除に関する研究が中国の大学や林業研究所で進め
られた．そして，寧夏は三北地域におけるポプラの害虫防
除技術研究の重要地点として位置づけられた．1990年代
には「寧夏森林保護研究センター」を設立し，日中が協力
してツヤハダゴマダラカミキリの発生・生態の解明と防除
法の開発を行い，森林保護技術研究の整備・強化を推進
した（磯野ら，1999；小倉，2000；石郷岡ら，2001）．趨ら
（1996）は，成虫の発生や産卵消長と気象との関係を報告
した．王（1995）は，樹幹内が湿潤な樹木では卵や幼虫の
死亡率が高いこと，つまり，水分状態の良い樹林地では衰
弱木に被害が生じるが，水分状態が悪いと健全な樹木にも
被害が生じることを明らかにした．
薬剤に関する研究も進められ，Poland et al.（2006）は，
若齢幼虫や産卵時期の雌成虫等に殺虫効果のあるイミダ
クロプリドで薬剤処理されたポプラやヤナギから，多く
の死んだツヤハダゴマダラカミキリ成虫が見つかること，
薬剤処理から 4か月経ると生存密度がポプラで 90%，ヤ
ナギで 83%減少することを報告した．チアメトキサムも，
幹に施用することで，近縁種の A. chinensisに対し産卵数
を減少させ若齢幼虫の活動を抑える効果があることが分
かった（EPPO, 2013b）．
中国でもフェロモンを使った防除法の研究も寧夏等で進
められたが，オスは植物由来の揮発性物質 1種類のみで誘
引できる一方，メスは高濃度の複数の植物性揮発物質と
オスのフェロモンの混合物を使用する必要があり（Nehme 
et al., 2010；Meng et al., 2014），個体数を監視する手段にし
かならないことが分かった（Nehme et al., 2010）．
寧夏回族自治区でポプラを加害していたツヤハダゴマダ
ラカミキリから昆虫病原糸状菌（Beauveria属）が分離され
（Shimazu et al., 2002），Beauveria属の有効性を安徽省で野
外試験した結果，寿命を短くする効果や産卵率を下げる効
果のあることが分かった（Dubois et al., 2004a, b）．しかし，
温度が上がり湿度が下がると効果は薄れる．また，昆虫病
原糸状菌に未感染の場合は長距離を飛行できるが（総飛行
距離は 24時間で最大 10.9 km），感染すると多くの場合飛
行できなくなるため（Clifton et al., 2019），昆虫病原糸状菌
を利用した防除は，拡大防止に有効であることが分かった
（Clifton et al., 2019）．ただ，この飛行能力には樹木の密生
度や虫の性差が係っている．宿主の樹木に囲まれていると
遠くまで飛行分散しないが，囲まれていなければ 2 km以
上飛ぶ（Hu et al., 2009）．オス・メスの平均移動距離は約
14 mであるが，オスはメスの 6倍移動し，移動速度も約
2倍ある（Williams et al., 2004）．また，飛行距離は気温と
ともに増加し，メスの飛行距離は性的に成熟した段階で最

も長くなる（Keena, 2018）．
Golec et al.（2018）は，卵，幼虫，成虫の死亡率を 4つ
の州（甘粛省，陝西省，北京市，吉林省）で調査している．
卵，幼虫，成虫の死亡率を比較すると，卵のステージにお
ける死亡率が高く，その約 6割は樹木の抵抗性と昆虫病原
菌が原因で死亡するが，幼虫の死亡率は低く平均 10%で
あった．幼虫の生息密度は場所（甘粛省，陝西省，北京市，
吉林省）によって異なり，吉林省で最も高くなった．甘粛
省，陝西省，北京市に生息するツヤハダゴマダラカミキリ
の幼虫・蛹からは捕食寄生者のサビマダラオオホソカタ
ムシとアリガタバチ科の Sclerodermus guaniが見つかって
おり，これらが生息密度に影響を与えていた（Golec et al., 
2018）．Li et al.（2020）も，捕食寄生者による寄生率が場
所によって異なっていることを明らかにしている（北京で
平均 7～16%，上海で 4～11%，吉林省で 0～0.2%）．
幼虫の耐寒性は宿主となる樹木の種類によって異なるが

（Feng et al., 2016a），耐寒性は高く，氷点下になるまでは凍結
防止物質をためて自身の過冷却点を下げている（Feng et al., 
2016b）．過冷却点を下げるという行動は幼虫が休眠に入ると
いうことであり，この種がかなり寒い地域にも適応可能であ
ることを示している（Torson et al., 2021）．気候変動による気
温や降水量の変化も，宿主と本種の分布に影響を与えると予
測される（Zhang et al., 2024）．中国では，植林と病虫害防除
が住民の生活基盤に密接に関係しており，様々な防除方法が
研究されてきたが，きわめて有効な防除方法はなく，発生密
度や分散を抑えるのが限界である（EPPO, 2013a）．

3. 中国国内での防除研究の発展と展開
ポプラの抵抗性育種の開発も進められ（蔡ら，2000），

2002年には害虫抵抗性を持つ 2種類のポプラ（欧州黒ポ
プラ，741号ポプラ）が開発され，国家林業局より商業植
林の許可を得ている（日本製紙連合会，2017）．2003年に
は，北京林業科学院が中国で初めての Bt遺伝子組換えポ
プラを開発し，商業栽培も始めている．2008年時点で 24
万本の遺伝子組換えポプラが栽培されている（農林水産
省大臣官房国際部国際政策課，2011）．また，成虫が産卵
するが卵は樹脂により孵化しないヤナギバグミ Elaeagnus 
angustifoliaを次世代生産をさせないための「行き止まり
のおとり植物（dead-end trap plant）」として利用し，無効
産卵を誘発する試みがある（Zhang and Xu, 1991；Li et al., 
2024；Qi et al., 2024）が，野外における産卵選好性が他の
好適寄主と比較して低いという問題点も指摘されている
（Sun et al., 2024）．中国では，森林被覆率を上げる計画が
進行中であり，世界の森林面積が減少する中で増加してい
る（王・吉川，2011）．近年の気候変動によって，ツヤハ
ダゴマダラカミキリの分布エリアが北にシフトしており
（Byeon et al., 2021），北緯 30度以南の地域では本種の適応
度が下がっているが，以北の地域では増加しているため
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（Zhou YT et al., 2021），植林事業の推進に対する懸念事項
となっている．被害発生は，低温，干ばつ，風の強さ，害
虫の駆除率といった直接的な要因で全体の 85%が説明で
きることが分かってきた（Huang et al., 2021）．近年リモー
トセンシング技術が発展し，例えば，Zhou Q et al. （2021）
は，画像によるポプラの樹冠の色から損傷度合いが分かる
ことを明らかにしている．画像から樹木の情報を取得して
損傷の程度を予測し，現地調査と管理のコストを大幅に削
減する試みが行われている．

世界各地の侵入履歴と侵入に関連した分子生態的知見 
侵入先での拡散速度

1. 日本を除く各地の侵入履歴
詳しくは後述するが，ツヤハダゴマダラカミキリは，

1996年にアメリカ・ニューヨーク州において原産国の外
で初めて侵入，定着しているのが見つかった（Haack et al., 
1997）．その後本種の新たな侵入，定着は続発し，北米や
ヨーロッパを中心に日本を含め 12か国で本種による樹木
被害が発見されている（第 2表）．また，アメリカ・カリ
フォルニア州，ベルギー，レバノンにおいて，定着はし
なかったものの野外で成虫が発見されている（Moussa and 
Cocquempot, 2017；EPPO, 2025）．トルコでは，本種の成虫
および被害木が発見されたと報告されたが（Ayberk et al., 
2014），のちに成虫の誤同定であり本種の侵入は起こって
いないと判断されている（Arslangündoğdu and Hızal, 2019；
EPPO, 2025）．定着後に被害木の伐採などの積極的な防除
を実施したことで根絶に成功した国や地域も多く，執筆時
点で本種が継続して確認されているのは，アメリカ・マサ

第 2表 原産国と日本を除いたツヤハダゴマダラカミキリによる樹木被害が見つかった国・州／県のリスト 
文献はツヤハダゴマダラカミキリの被害がその州／県で初めて見つかった際や現況の報告を示す．

大陸 国 州／県 市 発見年 現況 文献

北米 カナダ Ontario Toronto 2003 根絶 Hu et al., 2009； EPPO, 2025
アメリカ New York New York 1996 被害継続中 Haack et al., 1997； USDA-APHIS, 2025

Illinois Chicago 1998 根絶 Poland et al., 1998； USDA-APHIS, 2025
New Jersey Jersey City 2002 根絶 Smith et al., 2009； USDA-APHIS, 2025
Massachusetts Worcester 2008 根絶確認中 Smith and Wu, 2008； EPPO, 2025； USDA-

APHIS, 2025
Ohio Clermont 2011 被害継続中 NAPPO, 2011； EPPO, 2025； USDA-APHIS, 

2025
South Carolina Hollywood 2020 被害継続中 Coyle et al., 2021； USDA-APHIS, 2025

ヨーロッパ オーストリア Oberösterreich Braunau am Inn 2001 根絶 EPPO, 2025
フィンランド Uusimaa Vantaa 2015 根絶 EPPO, 2025
フランス Loiret Gien 2003 被害継続中 EPPO, 2025

Loire-Atlantique St Anne sur Brivet 
near St-Nazaire

2004 根絶 EPPO, 2025

Bas-Rhin Strasbourg 2008 根絶 EPPO, 2025
Haute-Corse Furiani 2013 根絶 EPPO, 2025
Ain Divonne-les-Bains 2017 根絶 EPPO, 2025

ドイツ Bayern Neukirchen-am-Inn 2004 根絶確認中 Hérard et al., 2009； EPPO, 2025
Nordrhein-Westfalen Mönchengladbach 2004 根絶 EPPO, 2025
Sachsen-Anhalt Magdeburg 2014 被害継続中 EPPO, 2025

イタリア Lombardia Corbetta 2007 被害継続中 Hérard et al., 2009； EPPO, 2025
Veneto Cornuda 2009 根絶 EPPO, 2025
Marche Grottazzolina 2013 被害継続中 EPPO, 2025
Piemonte Vaie and Cuneo 2018 被害継続中 EPPO, 2025

モンテネグロ Budva Budva 2015 根絶 Pajovic et al., 2017
オランダ Flevoland Almere 2010 根絶 EPPO, 2025

Gelderland Winterswijk 2012 根絶 EPPO, 2025
スイス Canton of Fribourg Brünisried 2011 根絶 EPPO, 2025

Canton of Zürich Winterthur 2012 根絶 EPPO, 2025
Canton of Aargau Berikon 2015 根絶 EPPO, 2025
Canton of Luzern Zell 2022 被害継続中 EPPO, 2025
Canton of Freiburg Marly 2024 被害継続中 EPPO, 2025

イギリス Kent Paddock Wood 2012 根絶 Straw et al., 2015； EPPO, 2025
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チューセッツ州，ニューヨーク州，オハイオ州，サウスカ
ロライナ州，フランス，イタリア，ドイツ，スイスの限ら
れた地域のみとなっている（EPPO, 2025）（第 2表）．
検疫において本種は，輸出入される生きた樹木からでは
なく，木製梱包材から発見されることがほとんどであるこ
とから，貿易に使われる木製梱包材を通じてこれらの国々
に侵入したと考えられている（Haack et al., 2010）．また，
中国から石材や砂利の輸入に使用された木製梱包材と関連
して本種が発見された事例が，アメリカ・カリフォルニア
州，ベルギー，スイスで報告されている（EPPO, 2025）．

2. 侵入に関連した分子生態的知見
ミトコンドリア DNAやマイクロサテライト，ゲノム配
列中の一塩基多型といった分子遺伝マーカーを用いた集団
遺伝学的解析から，北米とヨーロッパともに，繰り返し
原産国からツヤハダゴマダラカミキリの侵入が生じたこ
とが示唆されている（Carter et al., 2010；Javal et al., 2019a, 
b；Cui et al., 2024；Haeussermann and Hasselmann, 2024）．フ
ランスのジエン（Gien）では，アメリカ企業が使用してい
る土地ではじめに被害が見つかったこと，遺伝的特徴が北
米の個体群と類似していたことから，北米に一度定着した
個体群からフランスへと移入された可能性も指摘されてい
る（Javal et al., 2019b）．大陸単位での複数回の侵入だけで
はなく，ヨーロッパでは都市間での二次的な長距離拡散も
起こったと考えられており，それらは薪の移動や車両への
付着（ヒッチハイキング）などの人為的な移動が疑われて
いる（Javal et al., 2019b；Tsykun et al., 2019）．また，ヨー
ロッパでは，ほとんどの侵入地域で遺伝的多様性が低いこ
とから侵入地域単位では単一の侵入であったと推定されて
おり，フランスのアン県（Ain）の侵入地域のみ複数回の
侵入が起こった可能性がある（Javal et al., 2019b）．

3. 本種の分散距離と侵入先での拡散速度
ツヤハダゴマダラカミキリの飛翔分散について，原産
地である中国の甘粛省において標識再捕獲法による研
究が行われている（Smith et al., 2001, 2004；Bancroft and 
Smith, 2005）．個体の飛翔分散は日当たりで 20～30 m程
度で（Smith et al., 2004；Bancroft and Smith, 2005），ほとん
どの個体の分散は 1 km以内におさまる（Smith et al., 2001, 
2004）．また，個体群単位での自然分散は 1年で 100 m程
度と推定されている（Bancroft and Smith, 2005）．一方で，
まれではあるものの 2 km以上分散する個体も確認されて
いる（Smith et al., 2004）．実験室内のフライトミルによる
試験でも，成虫は 10 km以上飛翔することが可能である
ことが示されており（Lopez et al., 2017；Javal et al., 2018），
低頻度な長距離飛翔分散が存在すると考えられている．侵
入先での分散に関する研究として，アメリカ・マサチュー
セッツ州ウースターにおいて樹木単位の被害の程度とその
空間分布からそれまでに起こった分散距離についてモデ

ルを用いて推定したものがある（Trotter and Hull-Sanders, 
2015）．すべての被害木が分散源になると仮定したモデル
では，前述の原産地での標識再捕獲の研究と同様に，ほ
とんどの分散が 1 km以内であった一方で，低頻度ではあ
るものの長距離分散の可能性があると推定されている．こ
れらの研究から，侵入先においてツヤハダゴマダラカミキ
リは，個体群（まとまった集団）としての数百 m程度の拡
大とともに，まれな長距離飛翔や人為移動による数 km以
上の飛び石的な分散によって分布を拡大していくと考えら
れる．また，侵入地における放飼および行動の追跡を可能
にするため，産卵管の熱処理により不妊個体を作出する方
法の開発も進められている（Chandler and Trotter, 2025）．

北米における被害と防除活動

本種を含む Anoplophora属カミキリムシの北米，欧州で
の検疫における検出・駆除は 1980年代より記録されてい
たが（Haack et al., 2010），明確に本種が特定された例とし
ては 1992年アメリカ・オハイオ州 Loudenvilleとカナダ・
ブリティッシュコロンビア州 Vancouverでの報告が初めて
である（Haack et al., 1997）．侵入地での本種の検出は，侵
入点となる港湾でなされる場合が多いが，検疫体制をか
いくぐり内地の倉庫等で見つかる例も少なくない（Haack 
et al., 2010）．
原産地以外での本種の個体群としての定着（寄主樹木
での繁殖）がアメリカで初めて発見された経緯について
は，Haack et al.（1997），Lingafelter and Hoebeke（2002）等
に詳しく述べられている．1996年 8月， ニューヨーク
Brooklyn在住の一市民が街路樹のノルウェーカエデ Acer 
platanoidesが弱っていることに気づき，さらに見慣れない
カミキリムシ成虫を見つけたことから，市当局に通報し
た．その後，市からコーネル大学に試料が送付され，同
年 9月 2日には本種であるとの鑑定がなされ，1997年 3月
には被害木の伐採・処理が開始された（Haack et al., 1997；
Lingafelter and Hoebeke, 2002）．また，1996年 10月には，
Brooklynから 65 km離れたニューヨーク近郊の町でも本種
被害が確認されたが，この地域では，それ以前よりニュー
ヨーク市内での剪定や伐採で生じた木材が持ち込まれ，薪
として使われていた（Lingafelter and Hoebeke, 2002）．ま
た，1998年にはイリノイ州シカゴ近郊の一市民が，薪に使
うため友人から譲り受けトラックに積み込んでいた木材か
ら本種成虫が発生していることに気づき，地域の農務省
事務所に連絡した．このニュースは地元マスコミで取り
上げられて，地域住民からの情報により数週間のうちに
別の 2箇所の被害地が発見された（Lingafelter and Hoebeke, 
2002）．これらの事例は，侵入外来生物は発見時には既に
定着段階となっている可能性があること，発見に際しての
市民の協力の有効性，通報を受けた迅速な鑑定や防除実施
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の必要性など，侵入外来生物への対応に関し重要な示唆を
与えるものとなっている．
上述のアメリカでの被害発生の確認以降，北米，欧州で
の本種による樹木被害や繁殖の確認が相次ぎ，その情報
は欧州・地中海植物保護連合（European and Mediterranean 
Plant Protection Organization, EPPO）のデータベースに集約
されている（EPPO, 2025）．以下，主に上記データベース
に従って北米，欧州における本種の分布状況の概要につい
て述べる．
アメリカでは，上述のニューヨーク市内 2箇所および近
傍の 5箇所と，隣接するニュージャージー州の 3箇所で
被害が確認された（EPPO, 2025）．また，1998年にイリノ
イ州（シカゴ，上述），2008年にマサチューセッツ州，2011
年にオハイオ州で新たな被害が確認された（EPPO, 2025）．
被害地では農務省動植物検疫所（USDA APHIS）の指導に
沿った防除対策がすすめられ，ニュージャージー州および
ニューヨークの一部では 2013年に根絶を宣言，シカゴや
オハイオ州でも 2014年には根絶が達成されたと考えられ
ている（EPPO, 2025）．一方，2020年に東南部サウスカロ
ライナ州チャールストン近郊で発見された被害は，現地に
自生するカエデの一種，アメリカハナノキ Acer rubrumを
主な宿主に 2021年現在で 4000本以上という規模となって
おり，年輪解析から 7年前には本種が侵入していたことが
推定されている（Coyle et al., 2021）．被害量の大きさに加
えて，本種の化性等の生態がこれまでの被害地であった東
北部とは異なる可能性があること，沼沢地が多いため踏査
による被害木確認が困難であること，宿主樹木の主な分
布地が人為環境の外にあり伐採・処理にコストがかかる
ことなど，被害対策に関する懸念が示されている（Coyle 
et al., 2021）．なお，西海岸のカリフォルニア州やワシン
トン州でも成虫捕獲の報告があるが，個体群の定着や樹
木の被害は確認されていない．Trotter et al.（2023）は，ア
メリカにおけるツヤハダゴマダラカミキリの拡散と防除
に関するデータを集約した Asian Longhorned Beetle Hazard 
Management and Monitoring Toolを公開した．
カナダでは， オンタリオ州内の 2箇所で 2003年から

2005年に被害発生が確認され，防除により 2013年 4月に
は一旦本種の根絶が宣言されたが，同年 9月に同州内の別
の場所で被害が再発見された．この被害は小規模だったた
め，被害木の全量駆除により 2015年には終息し，当局は
2020年にカナダ全域における本種の根絶を宣言した．

欧州における被害と防除活動

欧州における本種の被害は，2001年にオーストリア・
オーバーエスターライヒ州のドイツ国境の町 Braunau am 
Innの街路樹のカエデ類（主にノルウェーカエデ）で初め
て確認された（EPPO, 2025）．その後，同州内の別の 2箇

所での被害も含め，同国内の被害は 2017年までに根絶さ
れた（EPPO, 2025；第 2表）．フランスでは 2003年，ドイ
ツでは 2004年，イタリアでは 2007年，さらにスイスで
は 2011年に被害の発生が確認され（EPPO, 2025；第 2表），
防除に取り組む中で新たな被害地が発見される状況が見ら
れたが，各国とも複数抱えていた被害地のいくつかで防除
を成功させ，スイスでは 2020年までに根絶を達成，ドイ
ツでも 2014年に新たに確認された 1被害地を残すだけと
なった（EPPO, 2025；第 2表）．フランス，イタリアでは残
された被害地での防除が続けられている．これらの他に，
オランダ（2010年），イギリス（2012年），フィンランド
（2015年），モンテネグロ（2015年）（EPPO, 2025；第 2表）
で小規模な被害発生が確認されているが，いずれも徹底し
た防除により根絶が達成されている．

侵入先での被害の特徴と防除活動

北米，欧州での被害に関し，被害状況が記録されている
ものでは，街路樹や庭木等の人為的環境下にあるカエデ，
カンバ，ヤナギで発生した例が多いという特徴がある．ま
た，欧州のいくつかの事例では，近隣に石材業者や石材を
使った工事現場があり，木材で梱包・保護された中国産
の石材が持ち込まれたことが示されている（EPPO, 2025）．
2012年スイスでの事例では，石材輸送に使用されていた
中国由来の梱包材（国際基準による病害虫対策処理済みの
押印あり）に本種幼虫と蛹が生息していたことが確認され
ている．なお，この虫入り木材は探知犬によって検出され
た（EPPO, 2025）．
北米，欧州における本種の防除では，被害が確認される
と，まず周辺の被害木（本種生息痕のある木）や衰弱木を
探査した上で，被害木の周囲 1～2 km程度の「被害範囲」
を設定し，域内の被害木，衰弱木，さらに場合によっては
周辺一定区域に生育する本種の宿主樹木のすべてを伐採・
処理するとともに，被害範囲周辺の一定範囲を指定して経
年的な被害発生モニタリングが実施される（EPPO, 2013a；
USDA-APHIS, 2014）．被害木の探査は地上からの観察が
主体であるが，木登りや高所作業車もしばしば導入され，
フェロモンを使った誘引捕獲も推奨されている（Meng 
et al., 2015）．防除活動の中で被害木探査に大きな重点が置
かれている点は特筆に値する．被害木処理には破砕，焼却
が用いられているが，薬剤処理や生物的防除などの手法は
普及していない．殺虫剤散布による成虫駆除や加害予防の
ための樹幹注入も含め，化学的防除の適用については，非
標的生物への影響等の懸念から（Meng et al., 2015）慎重な
姿勢がとられている．

侵入国における本種情報収集・広報に係る活動

ツヤハダゴマダラカミキリの侵入があったとき，根絶や
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被害拡散阻止には活発な公共へのアウトリーチ活動や広報
が必須だということは，侵入先各国での共通認識となって
いる（USDA-APHIS, 2008；EPPO, 2013a）．市民により多く
の新規侵入が発見されてきており，また，啓発により伐倒
への協力を得やすくなったり，被害可能性のある薪などの
移動を自粛したりと，防除の促進の効果が期待されるため
である．本章では，侵入後にそれぞれの国において実施さ
れたアウトリーチ活動や広報を紹介する．

1. アメリカにおけるアウトリーチ活動
アメリカにおいては，市民が局所根絶に大きな役割を
担っており，その背景には国が主導して進めたアウトリー
チ活動があった．本種侵入後，USDA-APHISが対応組織の
構築，調査手順，防除活動，植栽の復元，公共へのアウト
リーチ活動，メディア関連活動を含む根絶計画を立案・
実施した（Haack et al., 2010）．アウトリーチ活動は，公
共ミーティング，電話サービス，被害地住民への周知を
含み，それぞれが定着確認後速やかに実施された（USDA-
APHIS, 2014）．市民へ本種の根絶や防疫の重要性を説明す
るための公共ミーティングは，侵入確認後にできる限り早
く行うことが重要であると指摘されており（USDA-APHIS, 
2014），本種被害に係る政治的，社会的，経済的，環境的
な懸念を取りまとめて示す必要がある．公共ミーティング
では講師を生態の専門家や行政担当者のみに絞らず，参加
者の懸念に応えることができる地域の責任者や，議論を差
配するモデレータも配することが肝要である．
通話料無料の電話サービスも情報提供や，被害発見の報
告に有用である．よくある質問について情報を整理してお
き，根絶プロジェクトや本種の生態を電話で説明できるよ
う想定問答集を準備し，特に開設当初は多くの問い合わせ
があるので，それに対応できる体制を整備する必要がある
（USDA-APHIS, 2014）．
被害地住民への周知においては，理解しやすくかつ，脅
迫感を抑えた様式で行うことが求められる．被害対応の必
要性を訪問して対面で説明したり，書面で伝えたりする
が，その際，1. プロジェクトに対する否定的・侮蔑的なコ
メント，2. 規制や管理手法に関する誤った情報，3. 地域
における管理の進捗に関する憶測，4. 個々の土地所有者
への特別な優遇などは避けることが示されている（USDA-
APHIS, 2014）．
メディアとの関係においても，APHISは積極的に広報官
を現地に派遣して，地元メディアを通じた正確な報道を
心掛けることをガイドラインに記している（USDA-APHIS, 
2014）．また，侵略的外来種の根絶を目指す早期対応には，
ウェブを通じた情報発信が大きな役割を担っており，耳目
を集めるよう工夫されて作成されているが，それらのサイ
トは素早く入れ替わりながら更新されたり，削除されたり
しているためここでの紹介および引用は控える．

2. カナダにおけるアウトリーチ活動
カナダでは侵入確認直後に，カナダ食品検査庁に広報官
を配置して，緊急対応の実施支援を担った（Turgeon et al., 
2021, 2022）．メディアを通じて本種の侵入発見を広く周
知し，成虫と被害の特徴を伝え，被害情報収集のフリーダ
イヤルのホットラインを設置して，ホットラインからの市
民情報を検査官が確認した．根絶が達成できた現在も，国
の外来種センターのウェブサイトに被害の特徴やファクト
シート（科学的に示された概要書）を掲載し，目撃情報を
電話，ウェブで受け付けていることを示し，州ごとの連絡
先をまとめている（Invasive Species Centre, 2025）．

3. イギリスにおけるアウトリーチ活動
イギリスでは，イングランド南部での根絶時に用いた伐
倒および処理費用と広報・運営管理費用は 50万ポンドを
要した（Straw et al., 2016）．会合開催，学校訪問，リーフ
レット配布，メディアでのインタビュー，政府のプレスリ
リース（Eyre and Barbrook, 2021）と，アウトリーチ活動と
して考えうる方法を多岐にわたって実施した．発生確認直
後に現地の市民と会合を開き情報共有を深め，地域の樹木
医と企業との会合を企画実施した．被害の特徴と本種の形
態を説明し，植物衛生・種子検査局に報告する直通電話や
メールアドレスを市民に示したリーフレットを，地域内の
11000の住所へと配布し，啓発活動を実施した．同局の地
域検査官が小学校を訪れ，環境教育素材を用いて成虫の探
索を児童に指導した．侵入当初はカナダが作成した説明書
を市民への啓発活動に利用していたが，その後独自のもの
を多く開発し，アクリルで固めた成虫標本や被害材を用い
て調査担当者をトレーニングし，被害の発見を進めた．

4. アウトリーチ活動実施における留意点
ここまでに示した通り，本種の対策においては被害探索
や防除活動の実施同様に，アウトリーチ活動や広報にも迅
速性が強く求められる．強力かつ広範に行えるよう早急に
立案実施し，多様な媒体を通じて市民との双方向のコミュ
ニケーションを図る必要がある．また，根絶を目指す過程
において，発生の初期と根絶間際では伝えるべき情報は異
なってくる．初期は外来種被害を放置した場合はどうなる
のかの事例を含め，市民の注意を喚起し協力的な環境造成
に向けた情報伝達が必要となる一方，侵入後時間が経過す
るとともに，それまでの防除の効果や市民協力の成果を伝
えて，さらなる協力と被害の監視の継続を呼び掛ける必要
があるだろう．日本においても時宜を逸せず効果的なアウ
トリーチ活動を行うために，これらの先行事例を踏まえた
計画立案が行われることが望ましい．

日本国内の現状と将来のリスク

1. 国内の被害状況
2020年以降に発見され，現在も発生が継続している国
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内の被害地は，最北の宮城県から最南の山口県まで広範囲
に至っている．東北地方（宮城県，福島県）では，カツラ，
ソメイヨシノ（柳ら，2021；三田村ら，2022），トチノキ（三
田村ら，2022）で被害が発生しており，街路樹や公園等の
並木に枯損木が点在しているところもある（第 2図）．関
東地方（茨城県，埼玉県）では，アキニレ（西浦ら，2021），
ヤナギ類（佐々木，2022）での被害報告があり，筆者らは
これらの他，カツラ，カエデ類，シラカバでの被害を確
認した．北陸地方（富山県）での侵入発見は，2010年から
2020年にかけて採集された標本によるものであり，その
最初の時点で既に侵入していたことが示された（岩田・桐
山，2022）．また，それら採集地周辺ではアキニレとスズ
カケノキに本種のものとは断定できないものの，カミキリ
ムシの脱出孔が発見された（岩田・桐山，2022）．中部地
方（愛知県）と関西地方（兵庫県）での被害はアキニレで見
つかっている（秋田ら，2021；金田・城殿，2021）．中国地
方（山口県）での被害は自生するヤナギ林と植栽されたシ
ダレヤナギで認められた（下野ら，2022）．
成虫の発生消長に関しては，主に気温条件の影響により
地域差が見られ，茨城県つくば市では 6月下旬から 7月下
旬に集中する（篠崎ら，2024）が，福島県福島市では 8月
から 9月上旬にピークがある（高橋ら，2023）．本種は在
来のゴマダラカミキリと形態や成虫発生時期等の生活史が
類似するため，本種と同定されず隠れた被害地が各地方に
存在すると考えられ，今後も被害の報告が継続することが
懸念される．加賀谷（2025）は上部の失葉した樹木がある

地域や，不自然な断幹処理が認められる庭木が多数見られ
る地域に被害が隠れている可能性を指摘した．本種による
被害の発見上の問題点として，樹体内では梢端から被害が
進行するため高木では成虫の脱出孔等の確認が困難である
こと，樹木が衰弱するまで樹体内の幼虫確認が難しいため
未被害木と被害木を峻別しにくいこと，が挙げられる．

2. 日本における薬剤防除の状況
日本では，樹木害虫であるツヤハダゴマダラカミキリに
対し使用できる薬剤は農薬取締法の制御下にある農薬とな
る．侵入が発覚したばかりのツヤハダゴマダラカミキリを
適用害虫として種名表記した製品は現状（2025年 4月時
点）ではエマメクチン安息香酸塩を含む 1つの樹幹注入剤
のみであり，多くの被害現場では利用できる農薬が少ない
ことが防除活動の妨げになっている．樹木類，カミキリム
シ類に対し広く登録のある有機リン剤が使用できるが，現
在，農薬の再評価の取り組みが行われており，今後も継続
的に利用できるのかについての見通しは得られない．先行
して日本に侵入したクビアカツヤカミキリ Aromia bungii
（Faldermann）でも侵入初期に同様の状況が発生したが，
既存農薬の適用拡大がなされ，現在では数十種類以上の
農薬が使用可能となっている（クビアカツヤカミキリコン
ソーシアム，2022）．今後，ツヤハダゴマダラカミキリに
対しても既存農薬の適用拡大や，新規農薬の上市が望まれ
る．

3. 日本国内に蔓延した場合に考えられるリスク
本種は，国際自然保護連合が発表した世界の侵略的外来
種ワースト 100に選ばれているなど，定着した場合の被害
の大きさが世界的に知られていることから，国内でも早急
な対策が求められる．
ここからは，今後想定されるリスクを列挙する．農業被
害については，リンゴなどのバラ科果樹での発生の可能
性が指摘されている（斎藤（ロド），2021）．室内試験では，
国産のバラ科果樹（リンゴ，ナシ，モモ，ウメ，オウトウ）
が，いずれも好適寄主のカツラと比較して成虫の誘引性や
摂食選好性が低いことが明らかになっているものの，寄
生される可能性は皆無ではない（Yasui et al., 2024）．した
がって，侵入地では果樹被害が疑われる兆候がないか注意
深く見守ることが推奨される．家具や建築材，食器などの
材料として広く利用されているカツラやトチノキへの食害
が確認されており（佐藤・西浦，2021），森林域に定着侵
入した場合の林業被害が懸念される．既に国内でもソメイ
ヨシノでの被害が確認されたことから，観光資源を失う危
険が挙げられる．
本種の成虫は，在来のゴマダラカミキリの成虫との繁
殖干渉の可能性が実験によって示されており（Sunamura 
et al., 2022），生物多様性保全の観点からも本種の侵入，定
着は問題となりうる．本種は広食性であることから，森林

第 2図 ツヤハダゴマダラカミキリ Anoplophora glabripennis
が食害したアキニレ Ulmus parvifolia
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域に定着侵入した場合，カミキリムシ類をはじめとする在
来昆虫種との食樹の競合や，食害による樹木の枯損によ
る植生や森林生態系への影響が懸念される．河川敷や河
畔のヤナギ林でも被害が拡大していることから（下野ら，
2022），落葉を起点とする食物網や被覆がなくなることに
よる水温変化を通じて，水辺の生態系への影響が生じる可
能性がある．原産地である中国ではポプラ等の被害が大き
かったため，ポプラを植栽した防風林の衰退による農業被
害が発生する可能性がある．人体に係るリスクとしては，
すぐそばで人の往来がある街路樹や公園等での被害発生が
多く，被害の進展とともに，落枝や倒木等による人的被害
が発生する可能性がある．落枝や倒木による車両通行の遮
断や電線・通信網等の切断などが生じる場合，社会基盤の
保持に影響が生じかねない．
これらのリスクの中には枯死木の多発した並木など，顕
在化しているものもある．リスクを念頭に置き，それを回
避するための，今後の対策方針が求められる．
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